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Opensignal、「5Gグローバル・モバイル・ネットワーク・エクスペリエンス・アワード

2024」を発表 

ソフトバンクと auが 5G音声アプリ・エクスペリエンスでグローバル勝者に 

 

Opensignal（本社：ロンドン）は、「5G グローバル・モバイル・ネットワーク・エクスペリエンス・アワード 2024」を

発表しました。本アワードは、世界各国の 5G モバイル・ネットワークの品質と体感を評価し、優れたオペレータ

ーを表彰するものです。 

 

日本市場の結果 

● ソフトバンクと au が「5G 音声アプリ・エクスペリエンス」で

グローバル勝者に 

100 点満点中 84.6 点を獲得し、5G 接続における音声通話

アプリの品質が世界最高レベルであることを実証しました。 

● ソフトバンクが「5G ビデオ・エクスペリエンス」でグローバル

勝者に 

5G接続でのオンデマンド・ビデオ・ストリーミングの品質が高く評

価されました。 

● au とソフトバンクが「5Gゲーム・エクスペリエンス」でグロー

バル・リーダーに 

5G接続でのマルチプレイヤー・ゲームのプレイ体感が非常に優

れていることが認められました。 

● 楽天が「5G利用率」で大幅な改善 

2023年上半期から 2024年上半期にかけて、5G利用率が

271.3%と大幅に改善し、「5Gグローバル・ライジング・スター」に

認定されました。 

 

5Gの進化と課題 

5Gは、商業的な導入から 5年が経過しましたが、その成功に

ついては依然として議論が続いています。 

一部では失敗と評価される一方で、他の評価では高い期待と

マーケティングの誇大宣伝に十分に応えていると評価されていま

す。 

Opensignalのデータによると、ユーザーが 5Gに接続できる場

合、従来のモバイル技術よりも優れたエクスペリエンスが得られる

ことが明らかになっています。 

 

これまでの業界の焦点の多くは、ダウンロード・スピードの向上に

ありました。 

5Gが進化し、特に 5Gアドバンスの開発が進展するにつれて、

アップロード・スピードの向上に注目が集まるでしょう。さらに、5Gは、サポートする新しいスペクトラム帯域と 4G

と比較したスペクトラム効率の向上により、すでに混雑の緩和に貢献しています。 

 

5Gの今後の展望 



5Gは、当初の期待に沿った進化を遂げつつあります。特に、5G SA（スタンドアローン）ネットワークの導入によ

り、エンタープライズ向けのニーズに対応する新たな可能性が広がっています。一方で、5G の商用化や普及に

はまだ課題があり、今後の発展が期待されます。 

 

 

注：内容は、英語版の翻訳です。日本語との内容に不整合がある場合、英語版が優先されます。 

 

Opensignalについて 

Opensignalは、消費者のネットワーク体感と意思決定に関する独立した知見を提供するグローバル・プロバイダーです。オペレーター

は、Opensignalが提供するモバイルおよびブロードバンド・ネットワークに関する弊社独自のインサイトを活用することで、エグゼクティブ・

レベルのスコアカードや公的検証から、特定レベルのエンジニアリング分析や消費者の意思決定に至るまで、利益の改善や、業界に勝

ち残るためのソリューションを得ることができます。弊社の分析方法は独自のもので、高い透明性を担保し、すべてのオペレーターがネット

ワーク接続を継続的に改善できるよう支援します。弊社は米国、カナダ、英国に本社を擁し、南米とアジアに営業拠点を展開していま

す。 
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